
CWS ご利⽤⼿順



コンセプト
-CWSとは何か-

CWSとは、情報共有ツールストローをプラットフォームに利⽤し、そこに「標準化された印刷情報」
をセットで管理する機能を付け加えたWEBシステムです。
得意先はサイトへログイン後、⾒積情報を⼊⼒します。
⼊⼒された情報はストローのタイムライン上に詳細情報として表⽰され、印刷会社と情報を共有できます。
この際、同時にファイルも添付できるため、印刷情報とファイルが常に⼀度に管理されます。
書き込まれた情報はすべてデータベース化され、履歴として管理されます。

-ストローについて -
ストローとは、アップライズ社が開発したSNS型クラウドと呼ばれる、コミュニケーションツールです。
今回のCWSのプラットフォームで、クラウドの目的とSNSの時系列管理を融合させたWEBシステムです。



全体の流れ

① CWS申し込み

③ 「CWS登録のご連絡」メール

④ ストローへログイン

⑤ 得意先登録

② CWS登録

⑥ ストローからの招待状が届く

⑦ 印刷会社とストローライン開通

⑧ CWS利⽤が可能

印刷会社 様 アップライズ社

得意先様



準備
-CWS開通までの⼿順-

CWSを申し込みされ、⼊⾦が確認された時点でアップライズ社より、「CWS登録のご案内です」というメールが届きます。
① ストロー管理画⾯で得意先のアドレスを登録

CWSを使うようにするために、最初に印刷会社と得意先との間でストロー上のラインを結ぶ必要があります。
(1) ストロー招待状メールが送られます。
(2) 「ストロー登録のご連絡」内にあるURLをクリック←これでストローにアカウント登録完了
(3) 画⾯左の「アドレス帳」をクリック
(4) 得意先名(敬称は略)とアドレスを正確に⼊⼒後「追加登録」ボタンを押します。
(5) 得意先に招待メールが届きます。
(6) 得意先で招待メールに書かれたURLをクリックすればCWSが利⽤できるようになります。
*このメールはショートカットとして利⽤できます。

これでストローライン(S̲LINE)が印刷会社と得意先とで結ばれ、CWSが使える環境となります。



(5)得意先に届いた招待状メール内のURLをクリックで開通 - このメールはショートカットでご利⽤ください。

(6)クリックでCWS開通

(4)相⼿先の名前とアドレスを⼊⼒後「追加登録」をクリック

(1)ストローより「招待状」が届きます。

(2)クリックで
ストロー開通

(3)アドレス帳をクリック



印刷会社が得意先をアドレス登録すると、以下の内容のメールが「得意先に届きます」。
① このURLを得意先がクリックした時点で印刷会社とストローらラインが結ばれます。
② これは得意先がCWSを利⽤する際のアドレスです。
ショートカットとしてこのメールをご利⽤くださるようお伝えください。

①

②



フローチャート
得意先ログイン
（前ページの下のアドレスをクリックした場合、即座にログインできます。）
CWSへの登録後、印刷会社へは、アップライズ社よりメールが送信されます。
そこには、印刷会社様専⽤のログインURLが書かれています。
ここに書かれたURLをクリックすると、以下の画⾯が表⽰されます。

この画⾯は印刷会社のお得意様がCWSへログインする際の画⾯となります。
ログインすると、次ページの画⾯が表⽰されます。



ログイン後以下の画⾯が表⽰され、必要情報を⼊⼒後「⾒積送信→ストロー登録」ボタンを押します。



この画⾯で最大8つまでのファイルが登録できます。
ファイル選択後「ストローでデータ確認」ボタンを押すと、情報がストローで共有されるようになります。
登録されたデータは検索可能な状態で管理されます。



以下の画⾯は実際にストローに登録された画⾯です。
CWSはストロー上で⾒積書を依頼したい場合に利⽤するシステムですから、特にCWSを使わずに、普段の情
報共有でストローを利⽤することもできます。



過去の仕事を確認したい場合は「⾒積検索」ボタンを押します。



この⾒積検索画⾯で検索後、該当の仕事を修正することができます。
また、その仕事をコピーして、新規の⾒積に利⽤することもできます。


